
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

債
務
負
担
行
為
の
集
中
審
査

　
よ
り
詳
細
な
審
査
が
必
要
と
全
会
一
致

で
決
定
し
、
集
中
審
査
の
日
程
を
追
加
。

　
湯
沢
高
原
関
連
施
設
は
、
町
の
一
般
会

計
か
ら
過
去
１０
年
の
平
均
で
毎
年
約
１
億

３
千
万
円
、
累
計
で
約
１７
億
円
も
の
赤
字

補
填
が
続
い
て
お
り
、
町
財
政
を
大
き
く

圧
迫
。
築
３５
年
以
上
が
経
過
し
た
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
な
ど
の
施
設
老
朽
化
が
深
刻
で
あ

り
、
将
来
的
な
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
架
け
替

え
に
は
３０
億
円
か
ら
３５
億
円
と
い
う
莫
大

な
更
新
投
資
が
必
要
と
見
込
ま
れ
、
一
自

治
体
が
背
負
い
き
れ
る
負
担
能
力
を
完
全

に
超
過
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
７

割
が
「
施
設
の
維
持
・
譲
渡
」
を
希
望
、

町
の
重
要
な
観
光
資
源
と
し
て
の
存
続
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
町

の
実
質
的
な
財
政
負
担
を
最
小
化
し
つ
つ

施
設
を
長
期
存
続
さ
せ
る
最
善
の
策
と
し

て
、
行
政
の
直
営
か
ら
手
を
引
き
、
民
間

の
活
力
を
導
入
す
る
完
全
譲
渡
の
方
針
。

　
当
初
、
約
２１
億
３
千
万
円
の
修
繕
・
投

資
要
望
が
あ
っ
た
が
、
町
が
内
容
を
精
査

し
た
結
果
、
大
型
の
投
資
事
業
は
町
が
２

分
の
１
を
負
担
す
る
な
ど
の
修
正
案
を
提

示
し
、
総
額
約
１２
億
５
千
万
円
を
上
限
と

し
て
町
が
負
担
す
る
こ
と
で
大
筋
合
意
に

至
っ
た
。
こ
の
財
源
と
し
て
「
施
設
改
修

基
金
」
を
新
た
に
設
置
し
、
令
和
１４
年
の

譲
渡
完
了
に
向
け
て
段
階
的
に
事
業
を
進

め
る
計
画
。

Q

物
価
高
騰
な
ど
で
修
繕
費
用
が
予
定

額
よ
り
も
追
加
で
費
用
が
発
生
す
る
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

A

町
は
追
加
負
担
を
し
な
い
方
針
。
町

が
負
担
す
る
約
１２
億
５
千
万
円
は
あ
く
ま

で
「
上
限
（
頭
打
ち
）」
で
あ
り
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
等
で
予
算
内
に
収
ま
ら
な
か
っ

た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
会
社
側
に
負
担

し
て
も
ら
う
か
、
予
算
内
で
実
施
で
き
る

よ
う
事
業
内
容
を
見
直
す
方
向
。
た
だ
し
、

自
然
災
害
等
に
よ
る
復
旧
工
事
は
別
途
協

議
。

Q

将
来
必
要
と
な
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

架
け
替
え
費
用
（
約
３０
億
か
ら
３５
億
円
）

も
町
が
負
担
か
。

A

町
は
負
担
し
な
い
方
針
。
今
回
の
約

１２
億
５
千
万
円
の
投
資
は
あ
く
ま
で
現
在

の
施
設
を
延
命
さ
せ
る
た
め
の
も
の
。
今

後
１２
年
か
ら
１５
年
、
で
き
れ
ば
３０
年
程
度

維
持
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
営
努
力
で
売
上
を
向

上
さ
せ
、
将
来
の
更
新
費
用
は
企
業
が
自

力
で
投
資
し
て
も
ら
う
こ
と
を
強
く
期
待
。

Q

無
償
譲
渡
の
完
了
後
、
企
業
側
が
採

算
が
合
わ
な
い
と
し
て
早
期
に
事
業
か
ら

撤
退
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
は
。

A

今
後
の
協
定
書
や
譲
渡
契
約
書
の
中

で
法
的
な
担
保
を
含
め
協
議
予
定
。
合
意

書
に
は
「
長
期
間
に
わ
た
り
事
業
を
継
続

す
る
」
と
明
記
、
具
体
的
な
継
続
義
務
年

数
、
早
期
撤
退
時
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
の

詳
細
な
リ
ス
ク
管
理
は
、
令
和
８
年
５
月

締
結
予
定
の
協
定
書
、
最
終
的
な
譲
渡
契

約
書
の
中
で
詳
細
を
協
議
。

Q

な
ぜ
他
の
企
業
を
公
募
せ
ず
、
現
在

の
運
営
会
社
（
湯
沢
高
原
株
式
会
社
や
日

本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
）
を
優
先
し
て
譲

渡
す
る
の
か
。

A

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
架
け
替
え
リ
ス
ク

を
抱
え
て
新
規
参
入
す
る
企
業
は
少
な
い

と
判
断
。
公
募
で
広
く
募
る
案
も
検
討
し

た
が
、
数
十
億
円
規
模
の
将
来
負
担
を
抱

え
て
新
規
参
入
す
る
企
業
は
極
め
て
少
な

い
と
想
定
。
２５
年
間
に
わ
た
り
施
設
を
熟

知
し
、
安
全
運
行
の
実
績
が
あ
る
現
在
の

運
営
会
社
と
条
件
交
渉
を
進
め
る
の
が
、

最
善
か
つ
現
実
的
で
あ
る
と
判
断
。

Q

他
の
地
域
と
の
競
合
を
避
け
る
た
め
、

冬
の
ス
キ
ー
営
業
を
縮
小
し
、
夏
の
観
光

に
特
化
で
き
な
い
か
。

A

冬
の
営
業
も
含
め
た
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
で
の
運
営
を
継
続
す
る
方
針
。
運
営
会

社
と
の
協
議
で
は
「
冬
の
営
業
な
く
し
て

は
事
業
が
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
見
解
。

夏
だ
け
に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、
冬
の

ス
キ
ー
客
を
含
め
た
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
で

楽
し
め
る
施
設
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
た

集
客
を
図
っ
て
い
く
方
針
。

討

論

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論
主
旨�

並
木
利
彦

　
本
予
算
案
は
、
財
政
調
整
基
金
の
急
減

に
よ
り
将
来
へ
の
備
え
が
弱
ま
り
、
歳
入

不
足
に
よ
る
構
造
的
赤
字
の
懸
念
が
あ
る
。

ま
た
、
観
光
依
存
に
よ
る
収
入
の
不
安
定

性
や
、
基
金
回
復
の
具
体
的
な
計
画
が
示

さ
れ
て
い
な
い
点
も
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
性
に
欠
け
将
来

世
代
へ
の
負
担
が
増
す
と
し
て
反
対
す
る
。

反
対
討
論
主
旨�

南
雲
あ
や
子

　
高
齢
者
の
外
出
支
援
や
健
全
な
財
政
運

営
は
評
価
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
手
当

が
正
規
職
員
と
同
等
で
な
く
不
公
平
、
恒

常
業
務
従
事
者
の
正
規
化
な
ど
抜
本
改
善

が
必
要
。　

　
高
齢
者
等
へ
の
除
雪
体
制
が
不
十
分
。

豪
雪
地
の
基
礎
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

強
化
が
不
可
欠
。

　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
は
問

題
。
運
用
費
が
増
大
。
独
自
施
策
が
反
映

し
に
く
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
恐
れ
。

膨
大
な
個
人
情
報
の
民
間
利
活
用
に
よ
り
、

情
報
漏
え
い
や
自
治
体
の
管
理
機
能
低
下
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